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記者会見の概要 
 

 

１．日 時  ２０２５年１０月２４日（金）１４時００分～１４時３０分 

 
２．出席者  北海道建設記者会（４社） 

北海道建設新聞社、北海道通信社、日刊建設通信新聞社、日刊建設工業新聞社 

 
３．概 要  和泉社長が資料「保証事業から見た２０２５年度公共事業と保証事業重点推進方針の進捗

状況」に基づき説明。 

 
（１）保証事業から見た２０２５年度上半期の公共事業 
  ①前払金保証実績の推移 
    ・当社の道内外を合わせた前払金保証対象請負金額は、前年同期比 3.5％増の 9,407億円で 2003年

度以降の 23年間で最も高い実績となった。 

   ・発注者別では独立行政法人等が前年同期比 14％増、道は６％増、市町村は６％増、国は３％増と

なった。 
  ②保証事故の状況 
   ・保証事故は、前払金保証 2,684千円、契約保証 4,890千円を弁済した。 

 
（２）２０２５年度第２回建設業景況調査結果 
  ①前期（第１回）と同様、多くの項目で「悪化」傾向が続いている。 
  ②「地元建設業界の景気」「資材の調達」「資材価格」「建設労働者の確保」などは、悪化傾向が続いて

いる。 

  ③「経営上の問題点」では、「人手不足」を挙げた企業が 80.0％を占めており、2016年９月期から第

１位となっている。 

 
（３）２０２５年度保証事業重点推進方針の上半期進捗状況 
  ①前払金制度の改善・利用促進 
   ・支払限度額撤廃市町村は、２町増加し 174市町村（97%）となった。 
   ・中間前払金制度導入市町村は、14市町村増加し 144市町村（80%）となった。 
   ・地域建設業経営強化融資制度は、38市町が導入済みである。 
  ②業務ＤＸの推進 
   ・国土交通省発注分の上半期実績は、前払金保証 1,443件（全 1,676件、利用率 86.1％）、契約保

証 178件（全 224件、利用率 79.5％）となった。 

   ・北海道発注分の上半期実績は、前払金保証 2,065件（全 2,900件、利用率 71.2％）、契約保証 250

件（全 456件、利用率 54.8％）となった。 
   ・道内市町村の電子保証導入は合計で 10市町となった。 
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  ③北海道の建設業の働き・魅力を発信 
   ・北海道建青会によるコンストラクション甲子園について、支援及び協力を行う。今年は地区予選

が 11 月 29 日に全道一円を対象とした９会場で開催され、決勝大会が 1 月 24 日にサッポロファ

クトリーのアトリウムで開催される。 
   ・Instagram にて、現場見学会やコンストラクション甲子園等の助成事業や建設業の魅力を市民に

理解してもらえるイベントについて幅広く情報を発信中である。 
   ・建設イノベーション・コンソーシアムを設立して、北海道の建設業界全体を応援・PRする目的で、

業界横断の広報や Web活動等を行う。第１弾の事業として、縦型ショートドラマを地元テレビ局

とタイアップして制作し、放送後には SNS等で視聴できるようにする。 
  ④道内建設業担い手確保助成事業による支援 
   ・「道内建設業担い手確保助成事業」（2024~2028 年度までの５年間で１億円規模）の２年目として、

現時点で 41事業、2,434万円の助成を内定している。 

 
４．質疑等 
（問）支援に力を入れているコンストラクション甲子園に対する期待感は。 
（答）参加チーム数が、昨年 93チームだったところ、今年は締め切り１週間前の昨日時点で 105チームと

増えているが、これはやはり「継続は力なり」であると感じている。毎年開催していることで、今

年もあるぞということが段々と認識されてきており、そこに建青会さんが各学校回りをすることで

先生方とのコネクションができる等の関係もあって浸透してきているのではないかと実感している。 

 
（問）建設業界の現場を舞台にした縦型ショートドラマについて、どのようなものをイメージし、期待し

ているか。 
（答）ターゲットとなる中学生から上ぐらいの年齢のみなさんが見て「建設業っていいな」と思ってくれ

るかどうかの仕立てができるかどうかにかかっている。我々の感覚でいいなと思うものと、彼らが

いいなと思うものが少し違うと思うので、テレビ局やメディアの方々から見て我々がどう見られて

いるのかも含めて、コミュニケーションを取りながらテレビ局サイドにも建設業のことを勉強して

もらって、子供たちにうまく情報が行き渡って反応してもらえるようなものを作ってもらえればい

いと思っている。メディアに建設業の実態をちゃんと理解してもらって、ドラマを仕立ててもらう

ということも一つのプロセスとして重要であり、コンストラクション甲子園と同様に先生方にお願

いをして回るようなプロセスを大事にして浸透させるということが重要だと考えている。 

 
（問）中間前払金の制度導入について、市町村の導入数が８割になったということで、ここからの２割の

導入は、何が鍵になってくるか。 
（答）市町村のみなさんは、やはり近隣の市町村を意識されているので、そういった近隣が制度を導入し

てきていることがわかる資料を見せながら営業していかなればいけないと考えている。 

    
（問）北海道新幹線に係る落札状況を見ると軌道工事が増えており、道内にはない専門工事業者が受注す

ることが多いが、その専門工事業者の貴社での登録は進んでいるのか。 
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（答）登録は進んでいない。引き続き努力し、少なくとも新幹線工事の地方負担分である３割程度は保証

していきたいとは思っている。 

 
以 上 














































